
1980年出上の木簡

奈
良
・
平
城
宮

。
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
北
新
町

・
横
領
町

・
法
華
寺
町
、
大
和

郡
山
市
九
条
町

・
観
音
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
平
城
官
南
面
東
門
地
区
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
三
月
ぞ

七
月
、
右
京
三
条

一
坊
三
条
大
路
　
一
九
八
〇
年
四
月
、

法
奉
寺
西
南
部
　
一
九
八
〇
年
四
月
を
二
月
、
平
城
京
西

市
跡

（第
一
次
）
一
九
八
〇
年

一
一
月
を

一
二
月
、
左
京

二
条
二
坊
坊
間
大
路
　
一
九
八
〇
年

一
二
月
、
九
条
大
路

一
九
八
〇
年

一
一
月
を

一
九
八

一
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衡
跡
、
都
城
跡
、
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
〇
年
度
に
お
い
て
は
、
平
城
官
跡
の
二
調
査
区
、
京
跡
の
六
調
査
地

か
ら
木
簡
が
出
上
し
た
。
本
稿
で
は
現
在
整
理
中

の
官
内

一
個
所

（東
院
西
辺

地
区

〔第
一
二
八
次
じ

と
奈
良
市
の
調
査
に
よ
る
京
内

一
佃
所

（本
誌
一
四
頁
参

照
）
の
二
個
所
を
除
い
た
遺
跡
を
と
り
あ
げ
る
。

一　
平
城
官
南
面
東
門

（壬
生
門
）
（第
〓
〓
一次
）

平
城
官
第

一
三
二
次
調
査
は
、
平
城
官
の
南
面
東
門

（壬
生
門
）
跡
を
対
象

と
し
、
門
の
基
壇

。
南
面
大
垣
お
よ
び
二
条
大
路
な
ど
を

一
体
と
し
て
明
ら
か

に
し
た
。

検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
官
外
郭
の
門
基
壇
、
そ
れ
に
つ
ら
な
る
南
面
大

垣
、
二
条
大
路
と
そ
の
南
北
両
側
濤
、
宮
内
の
東
西
道
路
等
で
あ
る
。
南
面
東

門
は
推
定
第
二
次
朝
堂
院
地
区
の
正
南
に
位
置
す
る
門
で
あ
る
が
、
門
基
壇
Ｓ

Ｂ
九
五
〇
〇
の
掘
込
み
地
業
の
規
模

（東
西
二
八
・
九
ｍ
、
南
北
一
四
じ

か
ら
、

ほ
ぼ
平
城
宮
西
面
中
門

（佐
伯
門
）
と
同
規
模
で
あ
り
、
朱
雀
門
に
準
ず
る
よ

う
な
大
き
な
構
造
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

木
簡
は
計

一
四
六
点
の
す
べ
て
が
二
条
大
路
北
側
濤
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
か
ら
出

土
し
て
い
る
。
二
条
大
路
北
側
濤
は
他
の
遺
構
と
と
も
に
三
時
期
に
大
別
で
き

る
。
Ａ
期
に
は
幅
四

・
二
ｍ
、
深
さ
○

・
九
ｍ
の
素
掘
り
の
東
西
濤
で
あ
り
、

一
部
に
護
岸
の
た
め
の
枕
が
残
っ
て
い
た
。
Ｂ
期
に
は
門
基
壇
Ｓ
Ｂ
九
五
〇
〇

の
掘
込
み
地
業
が
行
な
わ
れ
る
の
に
と
も
な
い
、
門
正
面
の
三
二
ｍ
幅
の
部
分

に
の
み
、
人
頭
大
の
石
を
五
段
積
み
あ
げ
た
護
岸
を
両
岸
に
施
し
て
い
る
。
そ

し
て
Ｃ
期
に
な
る
と
、
こ
の
護
岸
部
分
は
堆
積
土
を
残
し
た
ま
ま
完
全
に
埋
め

た
て
ら
れ
、
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
は
関
の
東

。
西
端
で
止
ま
る
浅
い
素
掘
り
の
二
つ

の
濤
Ｓ
Ｄ
九
四
五
〇

。
九
四
五
二
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
木
簡
は

こ
の
う
ち
Ｂ
期
ま
で
の
堆
積
土
中
か
ら
出
土
し
、
そ
の
上
層

（暗
灰
粘
土
）
か

ら
五
六
点
、
下
層

（暗
灰
砂
）
か
ら
八
〇
点
の
出
土
を
確
認
し
て
い
る
。　
な
お

紀
年
木
簡
そ
の
他
の
遺
物
か
ら
、
Ａ
期
は
和
銅
の
造
営
時
、
Ｂ
期
は
聖
武
天
皇
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1980年出上の木簡

即
住
を
め
ざ
し
た
養
老
五
年

（七
二
３

頃
か
ら
の
造
営
、
Ｃ
期
は
天
平
宝
字

の
改
作
時
の
造
営
以
降
と
い
う
年
代
比
定
を
考
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
か
ら
木
簡
に
伴
出
し
た
遺
物
で
特
徴
的
な
の
は
木
製
の
人
形

と
墨
書
土
器
で
あ
る
。
人
形
は
門
の
前
面
を
中
心
に
二
〇
七
点
に
の
ぼ
る
大
量

の
出
上
を
み
、　
大
き
さ

。
様
式
に
も
多
種
類
の
も
の
が
み
ら
れ
た
。
『
法
曹
類

林
』
に
引
く
式
部
文
に
六
月

・
十
二
月
晦
日
の
大
祓
は

「於
二大
伴
壬
生
二
門

間
大
路
（
各
有
二常
儀
と

と
あ
る
の
で
、
大
祓
の
儀
式
と
今
回
出
上
の
人
形
が

結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
墨
書
土
器
に
は

「兵
部
」
「
兵
部
厨
」
「
兵

厨
」
「
民
厨
」
ヨ
一番
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。

「
造
兵
司
移
」
（口
）
や
考
課
関

係

（０
）
の
木
簡
と
あ
わ
せ
、　
さ
ら
に
平
安
宮
城
図
の
古
図
で
兵
部
省

・
式
部

省

・
民
部
厨
が
宮
内
南
辺
に
位
置
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
城
官

に
お
い
て

も
、
南
面
東
門
付
近
に
兵
部
省

。
兵
部
厨

・
式
部
省

・
民
部
厨
等
の
官
司
の
配

置
を
推
測
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
一　
右
京
三
条

一
坊
三
条
大
路

（第
〓
〓
一十
二
次
）

調
査
地
は
平
城
京
右
京
三
条

一
坊
十
二

・
十
三
坪
の
南
端
に
あ
た
る
。
調
査

に
よ
り
、
三
条
大
路
と
そ
の
北
側
濤
を
検
出
し
た
。
三
条
大
路
北
側
濤
は
四
度

に
及
が
改
修
の
跡
が
み
と
め
ら
れ
、
出
土
土
器
か
ら
土
器
編
年
の
平
城
宮
Ⅶ
期

（平
安
時
代
初
頭
）
以
降
に
廃
絶
し
た
こ
と
を
知
り
え
た
。　
木
簡
は
こ
の
三
条
大

路
北
側
濤
中
か
ら

一
点
出
土
し
た
が
、
墨
痕
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

〓
一　
法
華
寺
西
南
部

（第
〓
〓
一―
四
次
）

調
査
地
は
法
華
寺
旧
境
内
の
西
南
部
分
に
あ
り
、
阿
弥
陀
浄
土
院
跡
の
北
西

端
に
あ
た
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
掘
立
柱
塀
二
条
、
濤
、
園
池
等
で
あ
る
。
掘
立
柱
塀
は
東

西
に
走
る

一
条
が
後
に
や
や
北
の
位
置
に
つ
く
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
東

西
塀
の
南
側
す
ぐ
に
は
幅
二

・
七
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｍ
の
素
掘
り
の
東
西
濤
が

あ
り
、　
一
方
北
側
に
は
五
ｍ
を
お
い
て
南
岸
を
み
せ
る
園
池
を
検
出
し
た
。
こ

の
池
の
全
容
は
調
査
区
が
狭
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
東
西
塀
や
東
西
濤
は
阿
弥

陀
浄
土
院
の
北
を
画
す
る
施
設
と
考
え
ら
れ
、
東
西
濤
の
南
は
ち
ょ
う
ど
坪
境

小
路
の
位
置
に
相
当
し
て
い
る
。

本
簡
は
右
の
東
西
濤
か
ら
木
製
品

・
土
器

・
軒
瓦
と
と
も
に
計
四
四
点
が
出

土
し
、
ま
た
園
池
の
埋
土
か
ら
も

一
点
が
出
土
し
た
。
出
土
し
た
土
器
類
は

濤

・
池
両
遺
構
と
も
に
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

四
　
平
叛
京
西
市
跡

（第
一
次
）

本
調
査
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
に
と
も
な
う
事
前
調
査
で
あ
り
、
調
査
地

は
右
京
ス
条
二
坊
五
・
六
・
十
一
・
十
二
坪
に
比
定
さ
れ
る
平
城
京
西
市
の
西

南
の
坪
十
二
坪
に
あ
た
る
。
第
一
次
の
調
査
で
は
同
坪
内
の
五
ケ
所
に
発
掘
区

を
設
定
し
た
。

検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
西
市
の
南
を
限
る
八
条
大
路
の
北
側
濤
、
西
市
内

の
十
二
坪
を
南
北
に
二
等
分
す
る
掘
立
柱
東
西
塀
、
小
規
模
な
掘
立
柱
建
物
三

棟
な
ど
で
あ
る
。
木
簡
は
削
盾
三
点
を
含
む
計
五
点
が
、
幅
四
ｍ
、
深
さ
○

」

五
ｍ
の
八
条
大
路
北
側
濤
（上
層
）
か
ら
出
土
し
た
が
、
い
ず
れ
も
判
読
困
難

な
墨
痕
を
と
ど
め
る
の
み
で
あ
っ
た
。
同
じ
濤
か
ら
は
鋼
製
帯
金
具

・
和
同
開



弥

一
・
神
功
開
宝
二

・
釦
製
鋲
等
が
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
第
二
次

・
第
三

次
の
調
査
で
は
木
簡
の
出
土
を
み
な
か
っ
た
。

五
　
左
京
二
条
二
坊
坊
間
大
路

（第
〓
〓
一十
一一六
次
）

調
査
地
は
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
東
北
隅
に
あ
り
、
第
四
四

・
六
八
次
調
査

で
確
認
さ
れ
て
い
る
東
二
坊
坊
間
大
路
西
側
濤
の
南
延
長
線
上
に
あ
た
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
東
二
坊
坊
間
大
路
と
そ
の
西
側
濤
Ｓ
Ｄ
五
八
七
〇
、
同
側

濤
廃
絶
後
の
濤
、
柱
穴
、
土
媛
等
で
あ
る
。

木
筒
は
総
計

一
八
点
が
東
二
坊
坊
間
大
路
西
側
濤
Ｓ
Ｄ
五
八
七
〇
の
下
層
か

ら
出
上
し
た
。
北
か
ら
南
へ
流
れ
る
Ｓ
Ｄ
五
八
七
〇
は
幅
二

・
五
ｍ
、
深
さ

一

ｍ
弱
で
、
西
岸
に
は
肩
に
段
が
つ
け
ら
れ
、　
一
部
護
岸
用
の
し
が
ら
み
を
設
け

て
い
た
。
同
濤
出
上
の
遺
物
に
は
、
木
筒
の
他
、
櫛

。
人
形

・
曲
物

・
独
楽
型
木

製
品
等
の
木
製
品
、
和
同
開
弥
二
点

・
帯
金
具

・
飾
金
呉
や
、
奈
良
時
代
中
期

か
ら
後
期
に
か
け
て
の
上
師
器

・
須
恵
器

・
転
用
硯
、
そ
し
て
緑
釉
平
瓦
を
含

む
瓦
、　
一
〇
点
を
越
え
る
導
な
ど
が
あ
っ
た
。
「
和
」
「
下
」
等
の
墨
書
土
器
や

「
老
」
の
刻
印
を
も
つ
文
字
瓦
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
濤

の
下
層

か
ら
出
上
し
た
土
器
は
、
土
器
編
年
の
平
城
宮
Ⅲ
期

（八
世
紀
中
葉
）
の
も

の

が
中
心
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
五
八
七
〇
の
豊
富
な
遺
物
か
ら
す
る
と
、
濤
の
西
側

に
は
重
要
な
遺
構
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。

一ハ
　
九
条
大
路

（第
〓
一五
次
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

本
調
査
は
平
城
京
の
九
条
大
路
を
踏
襲
す
る
位
置
に
計
画
さ
れ
た
県
道
城
廻

り
線
の
工
票
に
耐
連
し
た
事
前
調
査
で
あ
る
。
東
西
に
挺
長
な
用
触
０
中
で
、

九
条
大
路
沿
い
の
右
京
九
条

一
坊
四

）
五

・
十
二
坪
の
南
端
部
に
四
ケ
所
の
発

掘
区
を
設
定
し
、
条
坊
遺
構
の
検
出
を
め
ざ
し
た
。

検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
、
九
条
大
路
、
同
北
側
濤
、
そ
れ
に
接
続
す
る
西

一
坊
坊
間
大
路
、
同
西
側
濤
、
右
京
九
条

一
坊
四

・
五
坪
坪
境
小
路
、
同
側

濤
、
右
京
九
条

一
坊
の
南
辺
築
地
の
雨
落
濤
等
で
あ
る
。

木
簡
は
そ
の
う
ち
九
条
大
路
北
側
濤
か
ら
七
点
、
同
側
濤
と
右
京
九
条

一
坊

五
坪
東
南
端
の
南
辺
築
地
南
雨
落
濤
と
の
間
で
検
出
し
た
井
戸
か
ら

一
点
の
合

計
八
点
が
出
上
し
た
。

九
条
大
路
北
側
濤
は
、
幅
二

・
五
ｍ
、
深
さ
○

・
八
ｍ
以
上
で
北
岸
を
し
が

ら
み
で
護
岸
し
た
Ａ
期
、
侵
蝕
に
よ
り
濤
幅
が
広
が
り
応
急
措
置
を
施
し
た
Ｂ

期
、
Ｂ
期
に
下
層

（灰
色
粘
土
）
が
堆
積
し
た
後
濤
の
幅
を
狭
め
て
上
層

（青
灰

色
砂
）
が
准
積
し
た
Ｃ
期
、
の
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
土
土
器
の

型
式
か
ら
、
右
の
三
期
は
各
々
平
城
京
造
営
時
、
奈
良
時
代
中
期
、
同
後
期
を

平
安
時
代
初
頭
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
濤
か
ら
の
木
簡
出
土
地

点
は
、
右
京
九
条

一
坊
四

・
五
坪
坪
境
付
近
の
下
層

（五
点
）
と
、　
五
坪
西
南

隅

０
一点
）
の
ニ
ケ
所
で
あ
る
。
ま
た
井
戸
出
上
の
木
簡
に
は
奈
良
時
代
初
期
の

上
器
が
共
伴
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

一　
平
城
宮
南
面
東
門

（壬
生
門
）

二
条
大
路
北
側
溝

田

名
大
膳
職
官
人
縣
加
利
隷
袖
圧
櫂
」
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〔石
力
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六
月
四
日
□
□

□
　
」
　

　

　

　

　

　

　

］⇔∞
ｘ
占
×
∞

自
ド

〔治
己

閉
Ｌ

，
内
侍
高
田
丹
比
門
出
八
日
多
□
ｘ

Ｌ
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
ｘ
　

（霞
∀
Ｑ
×
∞
露

口

ｘ
□
奴
大田
館
が
弟
絹
伴

浪
人
集
令
住
事
問
給
申
久
□
ｘ

（〕］∞）
×
ゃ中
×
∞
　
黛
滓

〔籍
己

い

ｘ
伴
門
□
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
夭
も
溢

昌

□
一
「造
兵
司
移
衛
門
府
販
赫
絣
鉢
隣
理
己
詑
宜
　
　

」

名
承
状
知
以
今
日
令
運
”
具
状
以
移

天
平
三
年
十
二
月
十
日
従
七
位
上
行
大
令
史
葛
井
連
『
□
足

』
」

］∞∞
×
＄
×
や
　
ｏドμ

⑥

「右
五
人
進
三
階
正
八
位
下
　
　
　
　
　
　
　
（億
）巡
鷲
ω
昌

附
。
「
亀
四
年
四
月

。
「　　　　　　　　器営（［日〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Φ卜）〉〈（ド〇）〉（卜　
〇∞＝

団
。
「　
　
天
平
四
年

ｏ
「　
　
四
年
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
（患
）×
ミ
溢

目

９
Ｌ
天
平
六
年

Ｌ
□
□
坊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
と
ぃ益

ｏ留

〔野

嫁
と

ω
や
×
□
□
□
従
七
位
下
大
伴
□
ｘ

〔七
ヵ
〕

。
×
□
位
下
石
川
東
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（轟
Ｗ
ｅ
為

８
岸

側

「＜
但
馬
國
養
父
郡
賀
母
郷
白
米
五
斗
」
　
　
　
蚕
溢
冤
∞
露

似

「倫
前
國
上
道
郡
安
度
郷
立
原
里
瞭
得三
鴫
或
一
斗
斉
六
斗
」

�
∞
ヽ
×
］
や
×
ヽ
　
ｏ
リ
ド

〔色
己

閉

「＜
伊
豆
国
加
茂
郡
□
日
郷
矢
田
マ
多
米
志
調
□
ｘ

含
３
）
×
悽
×
い　
ｏ＄

回

「＜
益
珠
郡
馬
道
郷
石
邊
玉
足
　
　
　
　
　
　
（廷
∀
μガ
∞
露

田

「棘
割
絶
六
斤
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ドΦ卜×
Ю冤
∞
目

②
に
み
え
る
丹
比
門
は
出
土
地
の
南
面
東
門

（壬
生
門
）
と
は
逆

の
北
面
東

門
に
あ
た
る
。
③
に
つ
い
て
は
最
初
の
回
の
残
画
が

「
工
」
に
似
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
神
野
清

一
氏
は
謙
語
と
し
て
の

「
主
奴
」
説
を
出
さ
れ
て
い
る
。
③

ぃ

④
は
各
々
南
面
東
門
付
近
に
兵
部
省

・
式
部
省
の
存
在
を
推
定
す
る

一
つ
の
根

拠
と
な
る
も
の
で
ぁ
る
。
④
の
貢
進
荷
札
の
郷
名
は
今
日
の
石
廊
に
あ
た
る
可

能
性
が
あ
り
、
平
城
官
木
筒
四
三
八
号

金
平
城
宮
木
簡
ご
）
の

「
□
日
郷
」
も



同
じ
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

〓
一　
法
華
寺
西
南
部

東
西
薄

硼

「拓
首
乙
山
謹
解
申
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
（ご
Ｘ
ｅ
）溢

一鎌

閉
・
ｘ
□
□
十
二
箇
月
利
本
国
式
拾
□
□
□
ｘ

・　　　　　　［日串日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∞〇卜）〉〈（μ『）〉（『　
〇∞μ

（
ド
ド
、
）
×
（
］
μ
）
×
］
　
ｏ
∞
ド

東
三
坊
坊
間
大
路
西
側
溝

硼
名
伊
勢
國
安
濃
郡
長
屋
郷
甲
可
石
前
調
錢
童
貫
」

。
「　
　
　
　
神
象
四
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
」ドト∞

×
（牌∞）
×
∞

〔昨
夜
力
〕

閉
・
ｘ
□
□
□
□
□
今
朝
□
×

〔誰
力
〕

・
ｘ
□
萬
里
□
為
□
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（感
×
〕聟
∞

(3)

買置
田倭
ロ

菌春
米

・ｘ　
　
　
　
　
　
　
□
剛
　□
　□
　
ｘ（

Ｐミ
い）
×
（ＰΦ
）
×
〕

ｏ
∞
μ

口
Ｌ
兵
衛
拓
弟
山
乙
乙
乙
乙
」

。
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［山］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド］∞〉〈（μΦ）〉〈∞
　
〇∞ド

①
Ｏ
の
兵
衛
拓
乙
山
は
同

一
人
物
で
あ
ろ
う
。
②
は
出
挙

・
借
銭
関
係
か
。

④
は
法
華
寺
な
い
し
阿
弥
陀
浄
土
院
の
尼
房
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

五
　
左
京
二
条
二
坊
坊．
間
大
路

Ｏ
μ
ド

①
は
調
銭
荷
札
木
簡

（計
四
例
）
の
最
古
の
例
と
な
る
も
の
で
、
上
端
に
小

孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
「
国
十
郡
＋
郷
十
人
名
＋
調
銭

一
貫
」
の
書
式
は
、
調

銭
が
郡
単
位
に
ま
と
め
て
貢
納
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た

（『平
城
宮
木
簡
二

解
説
』
八
九
頁
）
こ
と
と
の
関
連
で
問
題
と
な
ろ
う
。
②
は

一
九
八

一
年
度
の
平

城
宮
第

一
二
九
次
調
査
で
出
上
し
た
木
筒
の
う
ち
の
五
言
絶
旬
か
と
思
わ
れ
る

「
昨
夜
□
口
急
今
回
回
　
飛
故
京
千
万
里
誰
為
送
□
□
」
Ｇ
平
城
宮
跡
第
〓
一九
次

発
掘
調
査
現
地
説
切
会
資
料
し

に
き
わ
め
て
似
て
い
る
。

一ハ
　
九
条
大
路

九
条
大
路
北
側
薄

・
×
□
□
道
在
道
行
ｘ

□

・ｘ為〔酎
匹
□
ｘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（屋
Ｘ
∞∞溢
⇔餡

９
　
関
係
文
献



1980年 出上の木簡

同 鱚
研 国
究立
所文

同奈
良
県
文
化
財
保

存
対
策
連
絡
会
他

岡

田

英

男

上
原
真
人

山
岸
常
人

神
野
清

一

『
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
筒
概
報
』
十
四
　

一
九
八

一
年

『
昭
和
５５
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
槻
報
』

一
九
八

一
年

『
平
城
京
九
条
大
路
―
―
県
道
城
廻
り
線
予
定

地
発
掘
調
査
概
報
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』

『
平
城
京
西
市
跡
を
保
存
す
る
た
め
に
』

「
昭
和
五
十
五
年
度
平
城
宮
跡
の
発
掘
調
査
」

Ｇ
奈
良
県
観
光
』
二
九
六
号
）
　

一
九
八

一
年

「
平
城
宮
の
発
掘
調
査
」
（同
右
）
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

「
平
城
京
の
調
査
」
（同
右
）
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

「
平
城
官
木
簡
に
み
え
る
国
奴
大
魚
に
つ
い
て
」

Ｇ
続
日
本
紀
研
究
』
二
一
五
号
）
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

（佐
藤
　
信
）

一
九
八

一
年

一
九
八

一
年

平城宮第 122次調査出土墨書土器 (1.兵部 2.兵部厨
3.兵厨 4.民厨 5.兵厨 6.兵□ 7。 兵□ 8.三番)




